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介
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援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
町
農
林

業
の
三
本
柱｢

米｣｢

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜｣

｢

キ
ノ
コ｣

の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
加
工
品

開
発
を
進
め
ま
す
。
商
工
業
の
活
性

化
で
は
、
原
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や

上
原
駅
通
り
公
園
、
ふ
る
さ
と
自
慢

館
の
整
備
な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
道
の
駅
に
『
地
域
連
携
販
売

力
強
化
施
設
』
の
建
設
を
図
り
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

三
点
目
は｢

健
康
づ
く
り
と
安
全･

安
心｣

で
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
目
標｢

健
康
が
い

ち
ば
ん｣

を
掲
げ
、
食･

運
動･

検
診

の
連
携
を
図
り
、
今
年
も
町
民
参
加

型
の
健
康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。 

ま
た
介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
保
険

事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
新
た
な

保
育
施
設
は
、
今
年
か
ら
平
成
29
年

４
月
開
所
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
消
防･

防
災
、
災
害
予
測
図
の

点
検
を
行
い
、
災
害
の
な
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ひ
つ
じ
年
に
あ
た
っ
て

　

今
年
は
未ひ

つ
じ年

で
あ
り
ま
す
。
ひ
つ

じ
は
群
れ
を
成
し
て
行
動
す
る
こ
と

か
ら
家
族
の
安
泰
を
表
し
、平
和
に
暮

ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。今
年
も
災
害
の
無
い
豊
か
な

暮
ら
し
を
実
現
で
き
ま
す
よ
う
皆
様

と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
豊
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
憲
章
を
高
く
掲
げ
て

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
、
盛
大
な
記
念
事
業
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
節
目
に
、協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
推
進
す
る
た
め｢

西
会
津

町
民
憲
章｣

を
制
定
し
ま
し
た
。本
町

が
将
来
に
わ
た
り
大
き
く
飛
躍
し
て

い
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
が

一
つ
に
な
る
よ
う
町
民
憲
章
を
高
く

掲
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

風
評
の
払
拭
に
向
け

　

東
日
本
大
震
災･

東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
か
ら
３
年
９
カ
月
が

た
ち
ま
し
た
。被
災
地
の
復
旧･

復
興

は
、
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。

会
津
に
お
い
て
も
農
産
物
の
風
評
は

完
全
に
払
拭
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
メ

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
関
西
、
関
東
地
方

へ
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の｢

日
本
一
う
ま
い
米｣

を
は
じ

め
、
安
全
な
農
産
物
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

町
総
合
計
画

基
本
計
画(

後
期)

の
実
現
を

　

平
成
27
年
度
が
町
総
合
計
画
基
本

計
画(

後
期)

５
カ
年
の
初
年
度
と
な

り
ま
す
。
町
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
の
減
少
、
農
林
業
の
維
持
継
承
、

商
工
業
の
継
続
と
雇
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
本

計
画
に
基
づ
き
具
体
的
な
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
、
町
政
の
伸
展
に
努

め
ま
す
。

住
ん
で
み
た
い
、行
っ
て
み

た
い
町
の
実
現
に
向
け
て

　

本
町
発
展
の
基
礎
は
、
魅
力
あ
る

町
を
目
指
し
、
定
住
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
若

い
後
継
者
が
自
信
と
確
信
を
持
っ
て

持
続
可
能
な
産
業
の
振
興
を
担
い
、

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
第
一
点
目
は

｢

教
育
の
振
興
と
人
材
育
成
」
で
あ
り

ま
す
。

　

西
会
津
小
学
校
新
校
舎
は
４
月
に

開
校
し
、
中
学
校
と
連
携
し
た
新
た

な
学
校
運
営
が
始
ま
り
ま
す
。
心
身

と
も
に
活
力
に
満
ち
た
児
童
生
徒
の

育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
を
基
に
、

若
者
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
町
を
担
う
若
い
力
の
参
画
を
求
め
、

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

二
点
目
は｢

地
域
経
済
の
活
性
化｣

で
す
。

　

昨
年
の
米
価
下
落
は
町
全
体
で
お

よ
そ
１
億
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

町
は
１
千
万
円
の
稲
作
経
営
緊
急
支

西会津町長   伊  藤　  　勝

慶 

春

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
西
会
津
町
議
会
に
対
し
特

段
の
ご
支
援
と
ご
高
配
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「 

議
会
を
活
性
化 

」

　

私
ど
も
議
会
に
と
っ
て
昨
年
は
、

議
会
組
織
・
体
制
づ
く
り
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
お
と
と
し
制
定
し

た
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
改

革･

活
性
化
を
図
る
た
め
の
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
の
積
極
的
な
活
動
、

ま
た
、
改
革
の
一
環
と
し
て
、
春
と

秋
に
開
催
し
た
議
会
報
告
会
、
各
種

団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通

し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
厳
し
く
も
心

強
い
ご
意
見
や
貴
重
な
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
報
告
会
な
ど
に
出

席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

「 

地
域
活
性
化
へ 

」

　

さ
て
、
本
町
の
景
気
は
、
依
然
と

し
て
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
本
県
で
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
も
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
は
、
町
民
の

皆
様
に
最
も
身
近
な
自
治
体
と
し
て

風
評
の
払
拭
は
も
と
よ
り
、
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
の
活
性
化
、
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
を
推
進
し
、
豊
か
な
地
域
社
会

の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
、高
齢
化
率
は
41
㌫
を
超
え
、

地
域
力
低
下
へ
の
対
応
や
医
療
・
介

護
な
ど
高
齢
者
へ
の
対
応
、
子
育
て

支
援
、
定
住
の
促
進
と
い
っ
た
施
策

に
町
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

「 

多
様
な
民
意
を
反
映 

」

　

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、

町
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
も
と
、

町
長
、
そ
の
他
の
執
行
機
関
と
の
立

場
や
権
能
の
違
い
を
踏
ま
え
、
常
に

緊
張
あ
る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
と
町
政
の
発

展
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
住
民
の
意
思
や
意

見
を
反
映
し
、
自
治
体
と
し
て
最
終

的
な
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
が
議
会

に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
役
割
で
あ
り
、

責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

「 

議
会
報
告
会
の
取
り
組
み 

」
　

　

西
会
津
町
議
会
は
、
今
後
も
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
議
会
改
革

を
基
に
、
議
会
基
本
条
例
を
よ
り
具

現
化
す
る
た
め
、
さ
ら
に
公
正
で
透

明
な
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
を
目
的

に
、
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
議
会
の
役
割
、
活
動
内
容

を
町
民
の
皆
様
に
明
ら
か
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。
同
時
に
、
町
民
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
議
会
活

動
に
反
映
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

行
政
の
監
視
機
能
な
ど
議
会
の
権
能

を
十
分
に
発
揮
し
、
政
策
提
言
が
で

き
る
よ
う
研
鑽
を
積
み
、
積
極
的
な

議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

「 

活
力
と
魅
力
あ
る

　
　
　 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け 

」

　

本
年
は
、昨
年
の
町
制
施
行
60
周
年

を
ス
テ
ッ
プ
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
「
未

ひ
つ
じ年
」
で
あ
り
、町
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

群
れ
を
成
す｢

ひ
つ
じ｣

は
、
家
族

の
安
泰
と
平
和
の
象
徴
と
も
い
わ
れ

ま
す
。

　

私
ど
も
町
議
会
議
員
は
、
新
し
い

年
を
迎
え
、
心
を
新
た
に
、
町
民
の

皆
様
と
の
緊
密
な
連
携
・
協
働
の
も

と
、
西
会
津
町
を
誇
り
と
し
、「
西
会

津
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と

真
に
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
活

力
と
魅
力
あ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
引
き
続
き
懸
命
に
努
力

し
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る

よ
う
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

西会津町議会議長   武  藤  道  廣

平成２７年　元旦
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　和之さん＝去年は仕事に家庭に忙しかったですが充実
した一年でした。
　今年こそは、家族みんなで旅行ができたらと思ってい
ます。大型二輪免許を取ったので仲間とバイクで京都な
どに行ってみたいとも考えています。
　柚葉さん＝去年は勉強や運動、それからスポーツ少年団
のバレーボールに一生懸命取り組みました。今年は６年生
になるので、バレーボールの県大会に行けるように頑張り
たいと思います。そして17歳になる２０２０年に開かれる
東京オリンピックにバレーボール選手として出たいです。
　梅子さん＝毎日、楽しく家庭円満に暮らせるように健
康に気を付け一年過ごしたいと思っています。今年も孫
たちを遊園地、水族館などいろいろなところに連れて行
きたいです。

　利博さん＝伊達市で暮らす孫が西会津に遊びに来るの
を心待ちにしています。かわいい二人の孫の顔を見るのが
一番の楽しみで、一緒にさゆり公園へ行き遊んでいます。
　釣りが好きで、前はよく家内と新潟東港に行っていま
した。今年は体調を整え、久しぶりに船でイナダを狙っ
てみたいと思っています。娘や孫に送る野菜作りも頑張
りたいです。
　順子さん＝たまに会う孫から元気をもらって一年勤め
られ、昨年は充実した年でした。
　今年は、できる限りプラス思考で一日一日を大切に過
ごしていきたいと考えています。
　夫と二人で、好きなガーデニングを楽しみ、会津では
あまり見ないような変わった花を育ててみたいと思って
います。

清
せい

野
の

  和
かずゆき

之さん　柚
ゆず

葉
は

さん　梅
うめ

子
こ

さん
●昭和54年･平成15年･昭和30年生まれ　　芝草

佐
さ

藤
とう

  利
としひろ

博さん　順
じゅん

子
こ

さん　夫妻
●昭和18年・昭和30年生まれ　　上小島

新年の

抱負
  年男・年女  

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
一
年
に
し
よ
う
と
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
か
。

　

今
年
は
未
ひ
つ
じ
年
で
す
。
恒
例
の
新
春
特
集
で
５
地
区
の

年
男
、
年
女
の
皆
さ
ん
に
新
年
の
抱
負
や
夢
を
伺
い
ま

し
た
。

　

新
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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　茂さん＝昨年は平穏な年で病気にもかからず過ごすこ
とができました。今年も健康第一でアスパラなど品質の
よい野菜作りができればと思います。運転免許更新の年
なので取得に向け頑張ってみたいです。
　なぎささん＝仕事、家事に追われ、去年はあっという
間の一年でした。西会津に嫁いで25年になる今年は、仕
事の面で歴史、文化など町の良さを再発見し、西会津で
｢食｣を提供する意義をもう一度考える一年にできたらと
思います。東日本大震災からまもなく４年。風評に負けず、
｢食｣を通して西会津の魅力を発信していきたいです。
　満さん＝就職が決まり、大学生として過ごす時間がわ
ずかになりました。４月からは生活環境が大きく変わる
ので強い意志を持って仕事に臨み、仕事を通じて多くの
人を助けることができればと思っています。

　康司さん＝昨年は、猟銃を所持するための免許と狩猟
免許を取るため試験に臨み、秋には両方の免許を取得す
ることができました。練習のためクレー射撃場に通い、
11月には初めて地元猟友会の初猟に参加させてもらいま
した。今後の目標は、経験を積んで有害鳥獣駆除隊の一
員として活動することで、いつかクレー射撃の大会に出
場してみたいと思っています。
　農家を継がなければという思いから奥川に残ることを
決めました。今年はキュウリの栽培技術を磨き、一人前
になれるよう努力していきたいです。
　また、冬の道路除雪では、担当する高陽根地区の安全
な交通確保のため、今年も注意を払ってしっかり作業に
あたり、住民の皆さんの役に立つことができればと思い
ます。

　蒼さん＝去年はスポーツ少年団に入り、４月から野球
を始めました。内野の守備が上手になるように毎週、練
習しています。
　今年は、まだ一度も勝ったことがない塩川の野球チー
ムに絶対勝ちたいと思います。
　ゲームが得意なので、将来、ゲームクリエーターにな
れるよう頑張りたいです。
　眞さん＝いい米を作れるように取り組んだ昨年は、無
事、例年並みに収穫することができました。
　今年も食味の良い米にこだわって、農作業に励んでい
きたいと思います。
　８人家族でにぎやかな毎日です。一日一日を大事に、
４人の孫が大きくなるまで元気でいられるよう健康に留
意し生活していきたいです。

塚
つかはら

原  眞
まこと

さん　蒼
あおい

さん
●昭和18年・平成15年生まれ　　上野尻

● I N T E R V I E W

長
は せ

谷川
がわ

  茂
しげる

さん　なぎささん　満
みつる

さん
●昭和６年・昭和42年・平成３年生まれ　　戸中

坂
さか

井
い

  康
こう じ 

司さん
●平成３年生まれ　　向原
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活
か
し
ま
す　

郷
土
の
た
か
ら

み
ん
な
の
夢
＝
長
い
歴
史
の
中
で
は

ぐ
く
ま
れ
た
伝
統
、
文
化
、
自
然
、

人
な
ど
の
町
の｢

た
か
ら｣

を
活
か
し
、

夢
や
希
望
が
持
て
る
町
に
し
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

創
り
ま
す　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

ふ

る
さ
と
を
＝
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

立
場
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
民
と

し
て
お
互
い
を
認
め
合
い
、
誰
も
が

住
み
や
す
く
、
健
康
で
学
び
、
働
き
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
し
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
＝
廣
瀬
渉
、
副
委
員
長

＝
伊
勢
亀
久
美
子
、
委
員
＝
伊
藤

一
男
、
清
野
佐
一
、
上
田
亜
紀
、

大
堀
和
子
、
鈴
木
賢
治
、
新
井
田

大
、布
施
慶
久
、矢
部
征
男[

敬
称
略]

　

６
月
27
日
＝
憲
章
案
文
公
募

(

７
月
18
日
ま
で
、
応
募
数
25
件)

▼
７
月
25
日
＝
町
民
憲
章
制
定
委

員
会
設
置
、第
１
回
委
員
会(

８
月

１
日
第
２
回
、
同
６
日
第
３
回
開

催)

▼
８
月
18
日
＝
憲
章
素
案
の
意

見
公
募(

25
日
ま
で)

▼
同
19
日
～

22
日
＝
住
民
懇
談
会(

地
区
別
に

開
催)

▼
同
26
日
＝
第
４
回
制
定
委

員
会
▼
同
27
日
＝
制
定
委
員
会
が

町
長
に
憲
章
草
案
を
報
告
▼
９
月

10
日
＝
町
議
会
定
例
会
で
議
決

　

前
文
解
説
＝
前
文
で
は
町
の
自
然

環
境
、
歴
史
、
町
民
憲
章
制
定
目
的

を
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
会
津

町
民
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
と
誇
り
を

持
ち
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
美
し
い

自
然
を
守
り
育
て
、
歴
史
、
伝
統
を

大
切
に
し
て
希
望
に
満
ち
た
町
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
文
解
説
＝
折お

り

句く

と
呼
ば
れ
る
形

式
で
、｢

に
・
し
・
あ
・
い
・
づ｣

を

各
条
の
初
め
に
置
き
、
ま
た
通
常
の

語
順
と
は
逆
に
語
句
を
配
置
す
る
倒と

う

置ち

法ほ
う

に
す
る
こ
と
で
覚
え
や
す
く
、

唱
和
し
や
す
い
印
象
に
残
る
表
現
に

し
ま
し
た
。

　

本
文
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
、
さ
ら
に
制

定
委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え｢
自

然･

環
境｣｢

健
康･

人｣｢

教
育･

文
化･

歴
史｣｢

労
働｣｢

希
望｣｢

協
力･

思
い

や
り｣

の
６
つ
の
分
野
の
言
葉
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

担
い
ま
す　

未
来
を
拓
く　

ま
ち

づ
く
り
＝
町
民
一
人
一
人
が
理
想
の

町
の
将
来
像
を
思
い
描
き
、
共
に
考

え
実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
が

町
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
を

生
き
る
わ
た
し
た
ち
が
町
の
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
行
動
し
た

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

信
じ
ま
す　

敬
う
こ
こ
ろ　

お
も

い
や
り
＝
社
会
の
発
展
に
尽
く
し
た

先
人
に
感
謝
し
、
ま
た
、
家
庭
や
地

域
で
は
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ

て
助
け
合
い
、
い
た
わ
り
合
う
町
に

し
た
い
と
い
う
願
望
を
込
め
て
い
ま

す
。

　

愛
し
ま
す　

豊
か
な
自
然　

住
ま

う
ひ
と
＝
何
物
に
も
代
え
が
た
い
先

人
が
残
し
た
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

美
し
い
自
然
を
わ
た
し
た
ち
は
財
産

と
し
て
愛
し
、
自
然
と
人
が
共
に
生

き
る
共
生
の
町
に
し
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
ま
し
た
。

制
定
委
員
会
委
員

制
定
経
過

希
望
に
満
ち
た
豊
か
な
町
へ

�

町
民
の　

｢

町
民
憲
章｣

制
定

　

町
制
施
行
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
今
年
度
、
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
層
の
推
進
と
、
未
来
に
向
け
た
大
き
な
飛
躍
を
目
指
し
、
町

民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
策
定
作
業
は
６
月
に
開
始
し
、
町
民
憲
章
は

９
月
町
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。
今
月
は
条
文
解
説
と
、

制
定
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
２
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

し
る
べ標
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員
全
員
が
納
得
の
い
く
形

に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
制
定
委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら｢

い
い
も
の
が
で
き
た｣

と

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
時
間
を

忘
れ
て
話
し
合
っ
た
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。
短
期
間
の
作
業
で
し
た
が
最

終
草
案
が
ま
と
ま
っ
た
と
き
は
全
員

で
喜
び
ま
し
た
。

　

憲
章
が
西
会
津
ら
し
く
、
町
に
根

ざ
す
よ
う
町
名｢

に･

し･

あ･

い･

づ｣

を
文
頭
に
置
き
、
簡
潔
さ
、
分
か
り

や
す
さ
に
も
こ
だ
わ
り
、
一
つ
一
つ

言
葉
を
吟
味
し
ま
し
た
。
検
討
作
業

で
は｢

い｣

で
始
ま
る
言
葉
が
な
か
な

か
出
て
こ
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
懸
命
に
さ
ま
ざ

ま
な
言
葉
を
考
え
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
取
り
ま
と
め
作
業
は
急
が

ず
に
時
間
を
か
け
ま
し
た
。
前
文
も

時
間
を
割
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

委

前
文
中
の｢

こ
の
ふ
る
さ
と
に
生
き

る
自
覚
と
誇
り
を
持
ち｣

の
く
だ
り

は
、
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
の
本
質

で
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
憲
章
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
目

標
に
な
り
、
愛
さ
れ
、
口
ず
さ
ま
れ
、

元
気
が
出
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
こ

と
や
、
ま
た
町
の
良
さ
や
目
標
が

し
っ
か
り
表
現
さ
れ
た
も
の
に
し
た

い
と
考
え
取
り
組
み
ま
し
た
。
委
員

全
員
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
住
民
懇
談
会
、
町
議
会
で
の
審

議
を
経
て
立
派
な
憲
章
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
町
に
住
む
私
た
ち
み
ん
な
が

憲
章
で
う
た
う
よ
う
な
思
い
を
持
っ

て
日
々
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
ら
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
お
互
い
に
信
頼
し

支
え
合
い
、
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
町
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

��

会
津
小
学
校
の
６
年
生
が

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式

典
で
、
暗
記
し
た
町
民
憲

章
を
一
生
懸
命
唱
和
す
る
姿
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

草
案
づ
く
り
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
、
ま
ず
形
式
を
決
め
る
の
に
も

時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
本
文
各
条

の
最
初
の
言
葉
が
、｢

～
し
ま
し
ょ
う｣

で
は
な
く
、｢

～
し
ま
す｣

と
し
た
の
は
、

雪
深
い
西
会
津
に
生
き
る
人
々
の
力
強

さ
、町
民
一
人
一
人
が
主
役
に
な
る
意

欲
性
を
表
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
す
。
検
討
作
業
で
は｢

に･

し･

あ･
い･
づ｣
で
始
ま
る
言
葉
探
し
、
ま
た
、

思
い
や
考
え
を
短
文
に
ま
と
め
る
の

に
委
員
全
員
が
頭
を
悩
ま
せ
、
妥
協

せ
ず
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
町
民
憲
章
は
、
町
の
理

想
や
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
町
民
の
行
動
規
範
を
示
し
、

暮
ら
し
の
中
で
自
主
的
に
実
践
す
る

西

内
容
を
記
す
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
憲
章
は
、
誰
も
が
分

か
り
や
す
く
、動
詞
か
ら
始
ま
る
五
・

七
・
五
調
の
覚
え
や
す
い
形
と
し
、

漢
字
と
仮
名
を
使
い
分
け
、
言
葉
の

一
つ
一
つ
に
委
員
全
員
が
思
い
を
込

め
て
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
私
は
特

に｢

郷
土
の
た
か
ら｣

の
文
言
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。受
け
取
る
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な｢

た
か
ら｣

を
広
く
解

釈
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
理
想
の
町
は
異
な
り

ま
す
が
、
私
は
本
文
に
あ
る｢

笑
顔
あ

ふ
れ
る
ふ
る
さ
と｣

に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
に
暮
ら
す
人
、

町
に
戻
っ
て
き
た
人
、
縁
あ
っ
て
移

住
し
た
人
、
町
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
人
が
西
会
津
を
愛
す
れ
ば
、
町
は

元
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
憲

章
が
西
会
津
の
誇
り
と
し
て
、
末
永

く
、
み
ん
な
の
心
の
中
に
残
る
憲
章

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

町民憲章が｢しるべ｣となって

互いに信頼し支え合い、安心して

幸せに暮らせる町になれば

ふるさと西会津の誇りとして、

末永く、町民の皆さんの心の中に

残る憲章になってほしい

廣瀬 渉 さん [上野尻]

ひろせ・わたる　町民憲章制定委員会
の委員長を務め、憲章草案の取りまと
めに尽力。

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

上田 亜紀 さん [井谷]

うえだ・あき　町民憲章制定委員会の
委員として憲章草案の検討 ･ 策定にあ
たる。

西会津町誕生60周年特集
60th  Anniversary 
西会津町誕生60周年特集 歩み つなぐ 未来へ。
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人
が
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越

え
、
力
を
尽
く
し
築
い
て
き

た
西
会
津
町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
町
の
未
来
を
創
造
す
る
出

発
点
と
位
置
づ
け
、
町
で
は
11
月
26

日
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典･

自
治
功
労
者
表
彰
式･

自
治
区
長
大

会･

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
を
さ
ゆ

り
公
園
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
で
伊
藤
町
長
は｢

町
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
り
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し

て
い
き
ま
す｣

と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
武
藤
道
廣
町
議
会
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
伊
藤
町
長
が
長
年
に

先

わ
た
り
町
勢
伸
展
に
尽
力
し
た
自
治

功
労
者
、
自
治
区
長･

納
税
貯
蓄
組

合
長
の
永
年
勤
続
者
に
表
彰
状
、
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
青
津
平
一
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
第
２
部
の
町
民
憲
章
披

露
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
除
幕
の
後
、

西
会
津
小
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
憲
章

を
唱
和
し
来
場
者
に
披
露
し
ま
し
た
。

記
念
作
文
発
表
で
は
、
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
武
藤
幸
さ
ん
が
町
の
魅
力
や
、

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
、
思
い
描

く
将
来
像
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
◆
功
労

表
彰
＝
青
木
義
時(

前
町
消

防
団
第
一
分
団
長)

◆
善
行

表
彰
＝
青
津
平
一
郎(

西
会

津
郷
友
会
初
代
会
長)

　

感
謝
状
贈
呈
◆
自
治
区
長

永
年
勤
続
者
・
10
年
＝
宮
澤

秀
夫(

前
小
屋)

◆
同･

５
年
＝

伊
藤
政
憲(

原
町
６
町
内)

、小

柴
正
意(

下
小
屋
11
町
内)

、

鈴
木
洋(

軽
沢)

、
猪
俣
静
也

(

徳
沢)

、
玉
木
達
雄(

梨
平)

◆
納
税
貯
蓄
組
合
長
永
年
勤

続
者･

20
年
＝
三
留
市
二(

上

野
尻
六
ノ
一)

、
◆
同･

10
年

＝
長
谷
川
勝
美(

縄
沢
更
生)

、

三
留
傳
一(

下
野
尻
第
三)

、安

部
一
壽(

樟
山)

、
矢
部
政
喜

(

中
町
野
原)

、
玉
木
新
太
郎

(

小
屋)

  

記
念
作
文
表
彰
◆
優
秀
賞

＝
高
橋
晃
樹(

西
会
津
中
３

年)

、
武
藤
幸(

西
会
津
高
３

年)

　町民憲章を唱和する西会津小６年生の皆さん

　善行表彰を受賞し、｢今後も
町発展のため尽力したい｣と謝
辞を述べる青津平一郎さん(会
津若松市)

　優秀賞を受賞した作文｢私
が思う将来の西会津町｣を発
表する武藤幸さん(西会津高３
年)

西会津町誕生60周年特集
60th  Anniversary 
西会津町誕生60周年特集 歩み つなぐ 未来へ。

表彰受賞者　 敬称略

11
月
26
日
、

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典 

挙
行



９

　
　
　

�

山
漁
村
で
む
ら
づ
く
り
に
取

り
組
む
優
良
営
農
団
体
な
ど

を
た
た
え
る
今
年
度
の
豊
か
な
む
ら

づ
く
り
全
国
表
彰
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た｢

に
し
あ
い
づ
健
康

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会｣

の
受
賞
祝

賀
式
典
が
11
月
29
日
、
町
公
民
館
で

開
か
れ
、
会
員
や
関
係
者
が
受
賞
を

祝
い
、
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

普
及
会
は
、
昨
年
度
の
豊
か
な
む

ら
づ
く
り
顕
彰
で
福
島
県
知
事
賞
、

福
島
民
友
新
聞
社
表
彰
に
輝
き
、
全

国
表
彰
に
推
薦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

農

　

審
査
の
講
評
で
は
、｢

女
性
中
心

の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
中
核

農
家
に
広
が
り
、
さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ

ン
運
営
、
加
工
分
野
、
若
手
女
性
就

農
者
の
創
出
に
波
及
し
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
場
づ
く
り
、
所
得
を
確
保

す
る
取
り
組
み
は
、
先
駆
的
な
21
世

紀
型
の
地
域
づ
く
り
の
優
良
事
例
で

あ
る｣

と
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
祝
賀
会
実
行
委
員
長

の
伊
藤
町
長
が｢

普
及
会
の
活
動
は

農
業
所
得
向
上
に
加
え
、
加
工
品
製

造
、農
業
体
験
活
動
な
ど
に
発
展
し
、

地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
本
受
賞
を
契
機
に
町
で
は
さ
ら

な
る
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
普
及
会
の
武
藤
佐
代
子
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、｢

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
命
を
支
え

る
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
若
い
後
継

者
に
伝
え
、
住
み
よ
い
農
村
環
境
づ

く
り
の
た
め
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で

い
き
ま
す｣
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
の
後
、
渡
部
佳
菜
子
さ

ん
が｢

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
強
み
を
生

か
し
、
さ
ら
に
付
加
価
値
を
高
め
、

お
客
様
と
の
絆
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す｣

と
会
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
㈱
生
科
研
の
中
嶋
大
地

会
長
が｢

人
の
健
康
と
土
づ
く
り｣

を

演
題
に
講
演
し
ま
し
た
。
中
嶋
会
長

は
、
野
菜
摂
取
量
の
減
少
に
伴
う
日

本
人
の
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足

を
指
摘
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
要
素
の
体
へ

の
重
要
な
働
き
か
ら
健
康
な
土
づ
く

り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
大
切
さ

を
強
調
し
ま
し
た
。
最
後
に｢

農
業
で

は
作
物
の
観
察
、
判
断
、
そ
し
て
生

育
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
に
な
る｣

と

話
し
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲

�あいさつで、農業の素晴
らしさを後継者に伝え、
住みよい農村環境づくり
に向け前進すると述べる
武藤佐代子会長

▲
�会員を代表しメッセージ
を発表する渡部佳菜子
さん

▲�講演で根や葉などの生育観察の
　重要性を強調する中嶋大地会長

▲ �
新
た
な
門
出
に
あ
た
り
展
示
し
た

白
菜
、
赤
大
根
、
カ
ブ
な
ど
の
野

菜
を
載
せ
た
宝
船｢

ミ
ネ
ラ
ル
丸｣

さ
ら
な
る

　
　
飛
躍
へ

豊かなむらづくり
農林水産大臣賞 受賞祝賀式典
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小
学
校･

保
育
所
児
童
の
保
護
者
、

保
育
士
、
さ
ら
に
自
治
区
長
を
は
じ

め
町
民
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
町
保

育
施
設
整
備
等
審
議
会
は
、
町
か
ら

の
諮
問
を
受
け
て
審
議
を
重
ね
、
ま

た
、
視
察
研
修
を
行
い
、『
新
た
な

る
保
育
施
設
整
備
の
基
本
方
針
』
を

決
定
し
、
町
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
で
は
、
安
全･

安
心
な

施
設
、
保
育
所
と
小
学
校
の
連
携
を

推
進
で
き
る
施
設
、
子
育
て
支
援
の

拠
点
と
な
る
施
設
、
環
境
と
の
調
和

が
図
ら
れ
た
施
設
を
基
本
的
な
考
え

に
、
①
設
置
場
所
は
新
西
会
津
小
学

校
の
隣
接
地
で
、
②
定
員
２
０
０
名

の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
、

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
、
④
一
時
預
か

り
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
を
実
施
で

き
る
よ
う
な
施
設
と
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
答
申
に
は｢

多

く
の
関
係
者
の
意
見
を
考
慮
し
な
が

ら
施
設
整
備
を
進
め
、
平
成
29
年
４

月
の
開
園
を
望
み
ま
す｣

と
意
見
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
、
こ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
新
し
い
保
育
所
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

④
小
中
学
校
と
施
設
の
共
有

が
図
れ
る
施
設

３  

子
育
て
支
援
の
拠
点

　

  

と
な
る
施
設

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
、

情
報
の
提
供
な
ど
の
援
助
を
行

う
こ
と
に
よ
り
地
域
の
子
育
て

支
援
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

【
具
体
的
な
事
項
】

　

①
子
育
て
世
代
の
集
い
の
場

と
な
る
施
設

　

②
子
育
て
に
対
す
る
多
様
な

支
援
が
で
き
る
施
設

４  

環
境
と
の
調
和
が

　

  

図
ら
れ
た
施
設

　

周
辺
環
境
や
豊
か
な
自
然
と

の
調
和
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

降
雪
へ
の
対
策
が
施
さ
れ
た
施

設
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
具
体
的
な
事
項
】

　

①
周
辺
景
観
、
豊
か
な
自
然

と
調
和
の
と
れ
た
施
設

　

②
木
の
ぬ
く
も
り
を
重
視
し

た
温
か
み
の
あ
る
施
設

　

③
雪
に
強
い
施
設

　

④
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
工

夫
が
図
ら
れ
た
施
設

１  

安
全･

安
心
な
施
設

　

保
育
施
設
は
充
実
し
た
教
育･

保
育
が
保
障
さ
れ
る
安
全･

安
心

な
環
境
が
整
い
、ま
た
、す
べ
て

の
子
ど
も
に
優
し
い
施
設
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
具
体
的
な
事
項
】

　

①
防
災･

防
火･

防
犯
に
配
慮

し
た
施
設

　

②
す
べ
て
の
子
ど
も
に
優
し
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル(

誰
も
が
利
用
可

能
な)

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
施
設

　

③
送
迎
時
の
交
通
安
全
に
配

慮
し
た
施
設

２  �

保
小
連
携
を
推
進

　

  

で
き
る
施
設

　

幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育

へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
り
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
具
体
的
な
事
項
】

　

①
積
極
的
に
小
学
校
と
の
連

携
や
交
流
が
図
れ
る
施
設

　

②
小
学
生
の
諸
活
動
が
見
え

る
施
設

　

③
保
育
士
と
教
師
の
相
互
交

流
を
通
じ
、指
導
内
容
や
指
導
方

法
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
施
設

新
た
な
る
保
育
施
設
整
備
の
基
本
方
針

魅
力
あ
る
保
育
施
設
を
目
指
し
て

よ
り
よ
い

　

子
育
て
環
境
の

　
　

整
備
に
向
け
て

　

町
で
は
、保
育
所
施
設
の
老
朽
化
、野
沢
保
育
所
５
歳
児
の
保
育
を

芝
草
分
所
で
行
っ
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、新
し
い
保
育
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、町
は
、新
し
い
保
育
施
設
整
備
の
基
本
方
針
を
策
定

す
る
た
め
、
保
育
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る

｢

町
保
育
施
設
整
備
等
審
議
会｣

を
設
置
し
ま
し
た
。
同
審
議
会
で
は

11
月
27
日
、｢

新
た
な
る
保
育
施
設
整
備
の
基
本
方
針｣
を
決
定
し
、

町
に
答
申
し
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保育施設整備等審議会
｢基本方針｣を町に答申

町保育施設整備等審議会
� の審議経過･内容
●第１回会議＝平成26年９月１日

●第２回会議＝同10月２日

●視察研修＝同10月23日

●第３回会議＝同11月17日

●第４回会議＝同11月27日

町保育施設整備等審議会
� の審議経過･内容
●第１回会議＝平成26年９月１日
　会長･副会長の選出、町の現状、
ニーズ調査結果の把握
●第２回会議＝同10月２日
　町長が「新たなる保育施設整備
の基本方針等について」を諮問し、
審議会では保育施設の機能や設置
場所について審議
●視察研修＝同10月23日
　浦佐認定こども園(新潟県南魚
沼市)、きららおひさま保育園(同
燕市)を視察
●第３回会議＝同11月17日
　保育施設の機能や設置場所につ
いて審議
●第４回会議＝同11月27日
　答申内容を決定、審議会の大堀
一衛会長が町長に答申



　

介
護
老
人
保
健
施
設｢

憩

の
森｣(

老
健
施
設)

は
、高
齢

者
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な

が
ら
在
宅
復
帰
を
目
指
す
施

設
と
し
て
、
町
が
昭
和
63
年

に
設
置
し
ま
し
た
。
平
成
４

年
か
ら
は
社
会
福
祉
法
人
に

し
あ
い
づ
福
祉
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、老
健
施
設

を
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
、

入
所
の
長
期
化
、待
機
者
の
増

加
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、入
院
で
き
る

施
設
が
無
い
西
会
津
町
に
と
っ

て
治
療
行
為
が
可
能
な
老
健

施
設
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
と
、に
し
あ
い
づ
福
祉
会
で

は
、下
記
の
と
お
り
基
本
方
針

を
定
め
ま
し
た
。

　

①
在
宅
復
帰･

在
宅
生
活
支

援
を
目
的
と
し
、町
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
的
な
施
設

と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す

　

老
健
施
設
は
、
自
宅
で
の

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
施
設
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の

人
ら
し
い
生
活
が
維
持
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

②
多
様
な
専
門
職
を
有
す
る

施
設
の
特
徴
を
生
か
し
、町
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

積
極
的
に
参
画
し
て
い
き
ま
す

　

専
門
職
の
特
徴
を
生
か
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ

と
で
安
心
し
て
住
め
る
町
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
町
が
設
立
し
た
公
の
施

設
と
し
て
利
用
機
会
の
平
等

化
を
図
り
ま
す

　

入
所
者
や
家
族
と
密
接
に
話

し
合
い
、そ
の
人
に
合
っ
た
支
援

を
共
に
考
え
、同
時
に
利
用
者

の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
も
利

用
機
会
の
平
等
化
を
図
り
、利

用
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

④
町
か
ら
の
医
療
や
福
祉
な

ど
の
必
要
性
か
ら
緊
急
利
用
の

要
請
に
は
適
切
に
対
応
し
ま
す

　

町
や
診
療
所
か
ら
の
要
請

に
よ
る
緊
急
入
所
が
必
要
な

と
き
や
緊
急
避
難
が
必
要
な

場
合
な
ど
の
受
入
先
と
し
て

対
応
し
、安
心･

安
全
の
確
保

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

⑤
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
員
を

有
す
る
町
内
唯
一
の
機
関
と

し
て
、
町
の
リ
ハ
ビ
リ
事
業

に
参
画
し
、
介
護
予
防
な
ど

の
一
助
を
担
い
ま
す

　

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
、温
泉
リ
ハ
ビ
リ
プ
ー
ル
や

機
能
訓
練
事
業
で
の
指
導
、訪

問
看
護
事
業
所
で
の
在
宅
リ

ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、

町
の
事
業
へ
積
極
的
に
参
画
し
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
や
機
能

回
復
な
ど
に
貢
献
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、通
所･

訪
問
、地
域
ケ
ア

会
議
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
、
住
民
運
営
の
通
い
の
場

な
ど
の
、
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
総
合
的
に
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
の

機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

⑥
増
加
し
て
い
る
認
知
症

対
策
を
共
に
考
え
、
そ
の
対

応
を
強
化
し
ま
す

　

認
知
症
を
患
う
人
が
増
加

し
て
い
る
な
か
、
町
が
進
め

る
施
策
の
中
で
施
設
と
し
て

何
が
で
き
る
か
を
共
に
考
え

対
応
を
強
化
し
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

⑦
町
の
保
健･

医
療･

介

護
・
福
祉
が
連
携
し
た
介
護

保
険
事
業
に
共
に
取
り
組
み
、

そ
れ
を
担
う
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
ま
す

　

介
護
保
険
事
業
計
画
に
定

め
る
事
業
に
共
に
取
り
組
み
、

必
要
な
人
材
の
育
成
に
力
を

入
れ
、ほ
か
の
機
関
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、介
護
保
険
事
業

の
計
画
的
な
実
施
を
推
進
し
、

地
域
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

⑧
介
護
老
人
保
健
施
設
「
憩

の
森
」
基
本
方
針
お
よ
び
町
と

の
連
携
に
係
る
役
割
を
担
う

た
め
、施
設
整
備
や
経
済
的
な

課
題
に
対
し
て
は
、共
に
協
議

し
協
働
で
取
り
組
み
ま
す

　

施
設
が
担
う
役
割
に
必
要

な
財
源
等
に
対
し
て
、共
に
協

議
し
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。

11

｢
老
健
施
設｣

を

�
い
っ
そ
う
機
能
的
に

介
護
老
人
保
健
施
設

基
本
方
針
を
策
定

　介護が必要になったとしても、できる限り住み慣れた地域で安心した
生活が送られるよう、いま、医療・介護・予防・生活支援を一体的に提
供する「地域包括ケアシステム」の構築が求められています。この地域
包括ケアシステムで中心的な役割を担うのが介護老人保健施設であるこ
とから、このたび施設設置者である町と管理運営を行う社会福祉法人に
しあいづ福祉会は、施設のさらなる充実を目的に「基本方針」を定めま
したのでお知らせします。

介
護
老
人
保
健
施
設｢

憩
の
森｣

�

基
本
方
針
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り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

地
域
連
携
販
売
力

強
化
施
設
の
整
備

　

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
は
、

農
林
水
産
省
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
を
使
っ
て

交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
隣
の
区
画
に

整
備
す
る
施
設
で
す
。
12
月
中
に
は

施
設
の
実
施
設
計
が
完
了
す
る
見
込

み
で
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
国
の
補
正
予
算

で
の
事
業
採
択
に
向
け
準
備
を
進
め

る
ほ
か
、
施
設
内
に
設
け
る
農
林
産

物
加
工
品
販
売
テ
ナ
ン
ト
へ
の
出
店

者
を
１
月
に
募
集
し
、
３
月
に
は
出

店
者
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、施
設
整
備
工
事
に
来
年
度
早
期
に

着
手
で
き
る
よ
う
今
年
度
中
に
ア
ー

ケ
ー
ド
を
撤
去
す
る
計
画
で
す
。

米
価
下
落
に
伴
う

緊
急
支
援
対
策

　

今
年
度
の
町
の
米
生
産
目
標
数
量

は
約
３
千
33
㌧
で
、
面
積
換
算
で
約

５
７
５
㌶
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
配
分
は
昨
年
に
比
べ
約
93
㌧
、
16

㌶
の
減
で
、
配
分
率
は
58
・
６
㌫
に

な
り
ま
し
た
。
町
で
は
地
域
間
調
整

に
よ
り
面
積
換
算
で
約
１
０
７
㌶
の

生
産
目
標
数
量
を
引
き
受
け
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
目
標
を
１

係
者
で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
来
年
度
か
ら
３
カ
年
の
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
、
素

案
の
作
成
ま
で
進
み
、
今
後
、
内
容

を
精
査
し
た
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
公
募
、
保
健
福
祉
審
議
会

で
の
審
議
を
経
て
、
３
月
町
議
会
定

例
会
に
上
程
す
る
考
え
で
す
。

都
市
等
と
の
交
流
事
業

　

10
月
18
日
に
横
浜
市
鶴
見
区
の
臨

海
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
11
月
８
、

９
日
に
は
沖
縄
県
宮
古
島
市
の
産

業
ま
つ
り
に
、
同
15
、
16
日
に
は
埼

玉
県
三
郷
市
の
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
、
西
会
津
町
の
農
林
産

物
、
物
産
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
西
会
津

米
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
、
キ
ノ
コ
類
、

農
林
産
物
加
工
品
、
日
本
酒
、
車
麩

な
ど
を
販
売
し
、
好
評
を
博
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、鶴
見
区
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
物
産
販
売
は
も
と
よ
り
、
町

の
魅
力
や
農
林
産
物
な
ど
の
安
全
性

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
生
産
者
と

消
費
者
を
結
ぶ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
な
ど
風
評
払
拭
と
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
都
市
等
と
の
積
極
的
な
交
流

を
通
し
て
、
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

野
沢
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
野
沢
ま
ち
な
か
の

再
生
、
活
性
化
を
目
的
に
、
平
成
25

年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
４
年
を
計

画
期
間
と
し
て
各
種
事
業
を
進
め
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
原
町

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
を
中
心
に
事

業
を
進
め
、
計
画
地
に
あ
る
家
屋
の

所
有
者
や
居
住
者
と
移
転
に
つ
い
て

協
議
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

結
果
、
事
業
実
施
に
は
さ
ら
に
時
間

町
政
の
主
要
事
項 

報
告
か
ら

を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら

原
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
を
来
年

度
に
繰
り
延
べ
て
行
う
こ
と
と
し
、

今
年
度
は
来
年
度
に
予
定
し
て
い
た

町
道
上
原
中
央
線
新
設
事
業
を
前
倒

し
で
行
う
よ
う
に
調
整
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

西
会
津
小
学
校

新
校
舎
整
備
事
業

　
平
成
25
年
９
月
に
着
工
し
た
西
会

津
小
学
校
新
校
舎
の
建
築
主
体
工
事

の
進
ち
ょ
く
率
は
、
平
成
26
年
10
月

末
現
在
71
㌫
で
、
１
月
末
ま
で
に
工

事
を
完
了
し
、
４
月
か
ら
の
授
業
開

始
に
向
け
た
準
備
に
万
全
を
期
し
ま

す
。
校
舎
落
成
記
念
式
典
は
３
月
に

行
う
予
定
で
す
。

携
帯
電
話
エ
リ
ア

整
備
事
業

　

今
年
度
は
、
杉
山
地
区
の
施
設
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
か
ら
追
加
事
業
要
望
の
照
会
が

あ
り
、
来
年
度
に
計
画
し
て
い
た
小

杉
山
地
区
に
つ
い
て
事
業
要
望
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
10
月
24
日
付
で
総

務
省
か
ら
県
に
追
加
内
示
が
あ
り
ま

し
た
。
小
杉
山
地
区
が
整
備
計
画
の

最
後
の
事
業
で
あ
る
た
め
早
期
の
完

成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

指
定
訪
問
看
護
事
業

　

昨
年
４
月
、
町
で
は
西
会
津
診
療

所
に
訪
問
看
護
事
業
所
を
開
設
し
、

専
任
２
人
、
兼
任
８
人
の
看
護
師
に

よ
る
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
理
学
療

法
士
な
ど
が
在
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

11
月
１
日
現
在
の
利
用
者
は
45
人
、

訪
問
件
数
は
１
カ
月
当
た
り
１
４
７

件
で
、
開
設
当
初
に
比
べ
訪
問
件
数

は
約
２
倍
に
伸
び
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
お
よ
び

高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

　

町
で
は
、
昨
年
６
月
18
日
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
医
療
機
関
、
行

政
機
関
、
福
祉
関
係
団
体
な
ど
の
関

　12月５日から11日までの７日間を会期に開
かれた12月定例会では、条例の制定や一部改
正、平成26年度の補正予算、公共施設等を管
理する指定管理者の指定などの議案37件が審
議され、いずれも原案のとおり可決されました。
定例会での町政の主要事項報告の内容と可決さ
れた議案についてお知らせします。

12月
町議会
定例会報告
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０
０
㌫
達
成
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
的
な
米
の
余
剰
に

よ
り
買
い
取
り
価
格
が
下
落
し
て
い

る
こ
と
か
ら
農
家
の
経
営
安
定
を
図

り
、
来
季
の
耕
作
に
つ
な
が
る
よ
う
、

町
で
は
米
価
下
落
に
伴
う
緊
急
支
援

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

西
会
津
一
う
ま
い
米

コ
ン
テ
ス
ト

　

西
会
津
産
米
の
販
売
促
進
と
農
家

の
皆
さ
ん
の
生
産
意
欲
向
上
を
図
る

た
め
今
年
度
、
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
に
併
せ
て｢
西
会
津
一
う
ま
い

米
コ
ン
テ
ス
ト｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
町
内
68
の
農
家
か

ら
応
募
が
あ
り
、
第
１
次
審
査
は
、

県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
食
味
計
で

行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
食
味
計
分
析
値
の

最
高
は
93
、
平
均
は
88
と
高
く
、
西

会
津
産
米
の
お
い
し
さ
が
数
値
で
確

認
で
き
ま
し
た
。

　

第
１
次
審
査
の
上
位
５
名
に
よ
る

第
２
次
審
査
は
、
五
ツ
星
お
米
マ
イ

ス
タ
ー
、
町
内
の
飲
食
店
関
係
者
が

食
味
判
定
し
、
こ
の
結
果
、
出
戸
の

三
瓶
鉄
江
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
米
を
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
の
試
食
で
提
供
し
た
と
こ
ろ
大
変

好
評
で
、
来
場
者
か
ら
西
会
津
米
の

購
入
の
希
望
が
あ
り
、
西
会
津
米
の

販
売
促
進
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
優

良
農
地
の
保
全
と
農
業
振
興
施
策
の

計
画
的
な
実
施
を
目
的
に
、市
町
村
が

定
め
る
総
合
的
な
計
画
で
、今
後
10
年

間
、農
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
区
域
を

指
定
し
ま
す
。
現
計
画
は
、平
成
16
年

の
見
直
し
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
た

め
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
家
の
意
向

調
査
結
果
、町
の
整
備
計
画
な
ど
を
踏

ま
え
、新
た
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

米
の
全
量
全
袋
検
査

の
状
況

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
基
準
値

を
超
え
る
米
を
流
通
さ
せ
な
い
こ
と

を
目
的
と
す
る
全
量
全
袋
検
査
は
、

11
月
20
日
現
在
、
昨
年
度
実
績
と
ほ

ぼ
同
数
の
約
10
万
袋
の
検
査
を
終
え
、

出
荷
規
制
値
を
超
え
る
米
は
検
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

有
害
鳥
獣
対
策

　

町
で
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
狩
猟

免
許
所
持
者
２
名
を
雇
用
し
、５
月
か

ら
11
月
ま
で
被
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
度
は
昨
年

よ
り
31
頭
多
い
68
頭
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル

を
捕
獲
し
、体
制
強
化
に
よ
り
大
き
な

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算(

第
７
次)

の
専
決
処
分
の
承
認
＝

12
月
14
日
投
開
票
の
第
47
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
係
る
費
用
の
追
加

　

職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び
高

齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
、
職

員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条

例
、
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定
＝
国
外
に
転
勤
す

る
配
偶
者
に
同
行
す
る
職
員
が
一
定

期
間
休
業
で
き
る
制
度
、
ま
た
、
職

員
の
大
学
な
ど
で
の
修
学
お
よ
び
高

年
齢
職
員
を
対
象
と
す
る
部
分
的
な

休
業
制
度
、
さ
ら
に
国
際
貢
献
活
動

な
ど
で
一
定
期
間
休
業
で
き
る
自
己

啓
発
等
休
業
制
度
を
導
入
す
る
た
め

制
定

　

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
条

例
の
制
定
＝
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ

の
隣
に
整
備
す
る
地
域
連
携
販
売
力

強
化
施
設
の
利
用
料
や
管
理
運
営
に

つ
い
て
定
め
る
た
め
制
定

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
人
事
院
、
県
人
事
委
員

会
の
勧
告
に
準
じ
た
職
員
の
給
料
、

勤
勉
手
当
の
改
正

　

税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正

＝
一
定
要
件
を
満
た
す
新
規
設
備
投

資
な
ど
を
行
う
場
合
の
固
定
資
産
税

課
税
免
除
期
間
を
延
長
す
る
改
正

　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

可
決
さ
れ
た
議
案
正
＝
産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直
し

に
伴
う
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
の

改
正

　

文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改
正

＝
文
化
財
調
査
委
員
会
の
組
織
見
直

し
に
伴
う
改
正

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算(

第
８
次)

＝
携
帯
電
話
等
鉄
塔
施

設
整
備
、
稲
作
経
営
支
援
交
付
金
、

西
会
津
小
学
校
新
校
舎
へ
の
空
調
設

備
設
置
工
事
な
ど
で
２
億
３
千
６
１

６
万
円
の
増
額

　

平
成
26
年
度
特
別
会
計
等
補
正

予
算
＝
下
水
道
施
設
事
業
特
別
会
計

ほ
か
７
会
計

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
＝
介
護
老
人
保
健
施
設
ほ
か
12
件

　

総
合
計
画
基
本
計
画(

後
期)

の

策
定

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
＝
伊
藤
重
人
さ
ん(

塩)

の

選
任
に
同
意

　

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
、
教
育
長
の
給
与･

勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
、
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事

院
、
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
じ

た
職
員
の
給
与
改
定
に
準
拠
し
た
町

長
等
特
別
職
と
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
改
正

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算(

第
９
次)

＝
町
長
等
お
よ
び
議
会

議
員
の
期
末
手
当
な
ど
の
額
の
調
整
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　来年度から５年間のまちづくりの取り組み、目標を定め
る町総合計画の｢後期基本計画｣の策定にあたってきた総合
計画検討会議は11月18日、第９回会議で計画案を取りまと
め、11月20日、三瓶純一座長が伊藤町長に計画案を手渡し
ました。検討会議では６月２日から分野ごとに現状･課題
の整理、課題解決に向けた取り組み、数字目標を検討して
きました。三瓶座長は｢委員全員が真剣に議論し15の重点
プロジェクトをまとめました。実現できるよう取り組みを
お願いします｣と報告しました。伊藤町長は｢町議会等での
計画案審議を経て本計画を基本に据え、しっかりまちづく
りを進めていきます｣と述べ計画書を受け取りました。

三瓶座長が後期基本計画案を町長に報告

　国内最大の米のコンクール｢第16回米･食味分析鑑定コ
ンクール国際大会｣の国際総合部門で三瓶鉄江さん(出戸)
のコシヒカリが最高賞の金賞に輝きました。三瓶さんは11
月28日、町役場を訪れ受賞を報告しました。大会には国内
外から過去最高の4,160点が出品され、その中から17点が
金賞に選ばれました。表彰式は11月24日、青森県で行われ
ました。第10回の同大会でも特別優秀賞を受賞している
三瓶さんは｢53年の経験の積み重ねがあって受賞できまし
た。この喜びを来年の米作りにつなげていきたい｣と抱負
を述べました。報告を受けた伊藤町長は｢この受賞を起爆
剤に西会津米のブランド化を図っていきたい｣と述べました。

三瓶鉄江さんのコシヒカリ 最高賞の金賞受賞

　キノコの形と味の日本一を決める｢第５回全国キノコ
食味＆形のコンテストin鮭川村｣の菌床シイタケの部で
髙久一志さん(柴崎)が最優秀賞を受賞しました。11月28
日、髙久さんは報告に町役場を訪れました。伊藤町長は
｢熱意とこだわりが実ったもの。多くの農家の皆さんが
菌床栽培に取り組めるようパイプハウス整備などの支援
にさらに力を入れていきます｣と述べました。髙久さん
は｢先輩の指導のおかげで受賞できました。栽培技術を
共有し、町全体で日本一のシイタケを栽培できれば｣と
述べました。髙久さんは今年度の県きのこ品評会で福島
県農業協同組合中央会長賞にも輝きました。

髙久一志さんのシイタケ 日本一に輝く

　町とＪＡ会津いいでは合同で12月１、２日、全国的な米
余りを背景に、西会津米の品質の高さや安全性をＰＲする
ためトップセールスを行いました。伊藤町長ら関係者が、
大阪府で米の卸売販売を行う津田物産㈱と東京都で精米･
販売などの事業を展開する全農パールライス㈱を訪問しま
した。伊藤町長は両社に、一等米比率の高さや、今年度の
米･食味分析鑑定コンクール国際大会で金賞を受賞したこ
と、さらに全量全袋検査を実施し安全であることなどをア
ピールしました。町では今回初めて大阪でのトップセール
スを実施しました。[写真＝全農パールライス㈱で役員に
西会津米の表彰受賞歴、特徴などを説明する伊藤町長]

ＪＡと合同で西会津米の品質をアピール
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や
け
ど
の
発
生
状
況

　

喜
多
方
管
内
の
、
や
け
ど
の
救
急

搬
送
は
年
間
５
～
７
件
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
11
月
末
現
在
、

す
で
に
５
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
ス

ト
ー
ブ
や
、
お
湯
が
か
か
っ
た
こ
と

な
ど
が
原
因
で
、
こ
の
ほ
か
寝
た
き

り
の
高
齢
者
が
湯
た
ん
ぽ
に
よ
る
低

温
や
け
ど
で
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。   

　

低
温
や
け
ど
の
事
故
は
、
１
月
に

最
も
多
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

重
症
化
す
る
低
温
や
け
ど

　

低
温
や
け
ど
は
、
体
温
よ
り
少
し

温
か
い｢

ち
ょ
う
ど
い
い｣

と
感
じ
る

熱
源
に
、
長
時
間
触
れ
る
こ
と
で
起

き
る
や
け
ど
で
す
。
冬
は
45
度
か
ら

60
度
程
度
の
暖
房
器
具
で
低
温
や
け

ど
を
負
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
普

通
の
や
け
ど
の
よ
う
に
熱
さ
や
痛
み

を
あ
ま
り
感
じ
な
い
た
め
、｢

大
し
た

こ
と
な
い｣

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

熱
源
と
の
接
触
時
間
の
長
さ
か
ら
、

皮
膚
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
や
け
ど
を

負
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
普
通
の
や
け
ど
よ
り
治
り
に
く

く
、
完
治
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り

ま
す
。

乳
幼
児･

高
齢
者
は
注
意
を

　

乳
幼
児
＝
子
ど
も
の
手
が
届
く
範

囲
に
熱
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
引
っ
張

り
、上
に
置
い
た
お
湯
が
か
か
る
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
炊
飯
器
な

ど
の
蒸
気
が
出
る
部
分
は
非
常
に
高

温
に
な
り
ま
す
。手
に
深
い
や
け
ど
を

負
い
、後
遺
症
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
＝
冬
は
厚
着
に
な
る
た
め
、

衣
服
の
袖
な
ど
に
火
が
付
い
た
こ
と

に
気
付
か
ず
、
大
や
け
ど
を
負
う
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
イ

ロ
や
電
気
毛
布
で
も
長
時
間
の
使
用

で
や
け
ど
を
負
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
場
合
は
、
入
浴
前

に
お
湯
の
温
度
を
確
か
め
、
入
浴
中

は
追
い
だ
き
機
能
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

や
け
ど
の
応
急
処
置

　
①
す
ぐ
に
水
で
冷
や
す

　

や
け
ど
を
し
た
ら
す
ぐ
に
冷
や
す

こ
と
が
大
切
で
す
。患
部
に
水
が
当
た

り
刺
激
が
強
い
と
き
は
、洗
面
器
を
使

い
浸
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、直
接
冷
や

せ
な
い
場
合
は
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
氷
水
を

入
れ
当
て
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。逆
に
、

冷
や
し
す
ぎ
て
凍
傷
や
低
体
温
症
を

起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
冷
や
し

す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
衣
服
を
着
て
い
る
と
き

　

衣
服
の
下
に
や
け
ど
を
負
っ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
服
を
脱
が
ず
、
ま
ず

水
を
掛
け
、
冷
や
し
た
後
に
脱
ぎ
ま

し
ょ
う
。
衣
服
が
皮
膚
に
張
り
付
い

て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
無
理
に

は
が
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
＝
体
に
直

接
で
は
な
く
、
衣
類
の
上
か
ら

当
て
ま
し
ょ
う
。

　

湯
た
ん
ぽ
・
あ
ん
か
＝
タ
オ

ル
な
ど
で
く
る
ん
で
も
、
や
け

ど
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
寝

る
前
に
布
団
を
暖
め
、
就
寝
時

は
布
団
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
毛
布
・
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
電
気
こ
た
つ
＝
タ
イ
マ
ー

機
能
を
使
い
、
使
用
し
た
ま
ま

寝
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
時
は｢

低｣

や｢

弱｣

に
し
ま

し
ょ
う
。

「低温やけど」を防ぐには、

▲�カイロは服の上から当てる、毎日使う場合
は当てる場所を変える

▲�やけどはすぐに冷やす、水膨れは破らない

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

身
近
に
ひ
そ
む
、や
け
ど
の
危
険

武藤  椿
つばき

ちゃん
（井谷）

佐藤  結
ゆい

ちゃん
（上野尻）

安部 静
しず

那
な

ちゃん
（上野尻）

すごいな！  むし歯のない子

冬
に
起
き
や
す
い
低
温
や
け
ど

4

4

4

4

4

に
注
意

　

11
月
26
日
、３
歳
児
５
人
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、

む
し
歯
の
な
い
子
は
４
人
で
し
た
。

清野 颯
は や た

大くん
（芝草）

　

気
温
が
下
が
り
、
ス
ト
ー
ブ
、
湯
た
ん
ぽ
、
カ
イ
ロ
な
ど
を
利
用
す
る

冬
は
、
や
け
ど
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
気
付
か
な
い
う
ち
に
起
き
る｢

低

温
や
け
ど｣

に
注
意
が
必
要
で
す
。



材
料
（
４
人
分
）

　

卵�

４
個

　

に
ん
じ
ん�

30
ｇ

　

干
し
シ
イ
タ
ケ�

２
枚

　

ツ
ナ�

小
１
缶

　

Ａ(�

牛
乳
＝
120㏄
、酒･

砂
糖
＝
各
大
さ

じ
１
、干
し
シ
イ
タ
ケ
の
戻
し
汁
＝

大
さ
じ
４
、塩
＝
ミ
ニ
ス
プ
ー
ン
１)

　

Ｂ(�

コ
ン
ソ
メ
の
も
と
＝
１
個
、水
＝
１

カ
ッ
プ
、か
た
く
り
粉
＝
大
さ
じ
１)

　

ホ
ウ
レ
ン
草(

ゆ
で
た
も
の)�

適
量

作
り
方

　

�

①
に
ん
じ
ん
、戻
し
た
シ
イ
タ
ケ
は

み
じ
ん
切
り
。ツ
ナ
は
油
を
き
る
。

　

�

②
卵
を
ほ
ぐ
し
、Ａ
を
加
え
混
ぜ
る
。

　

�

③
茶
わ
ん
に
ラ
ッ
プ
を
敷
く
。
①

と
②
を
混
ぜ
４
等
分
し
た
卵
液
を

流
し
入
れ
、
ラ
ッ
プ
を
包
み
、
輪

ゴ
ム
で
し
っ
か
り
止
め
る
。

　

�

④
③
を
お
湯
の
中
に
ゆ
っ
く
り
入

れ
、
約
15
分
弱
火
で
煮
る
。

　

�

⑤
鍋
に
Ｂ
を
入
れ
て
火
に
か
け
、

あ
ん
を
作
る
。④
の
ラ
ッ
プ
を
取
って

器
に
盛
り
付
け
、
あ
ん
を
か
け
、

ホ
ウ
レ
ン
草
を
添
え
る
。

康
に
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

食
事
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
食

品
を
栄
養
素
の
特
徴
に
よ
っ
て
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
の
食

品
を
ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
よ
い
の
か

を
示
し
た
の
が｢

四
群
点
数
法｣(

左
表)

で
す
。
１
日
に
食
べ
る
食
品
の
目
安
量

を
知
る
の
に
便
利
な
方
法
で
す
。

健

　

具
体
的
に
は
１
日
当
た
り
第
１
、
第

２
、
第
３
群
は
３
点
ず
つ
選
ん
で
食
べ

ま
す
。
第
３
群
の
野
菜
は
、
キ
ノ
コ
や

海
藻
を
含
み
、
計
３
５
０
ｇ
で
１
点
に

な
り
ま
す
。
食
事
量
は
年
齢
、
運
動
量

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
男
性
や

活
動
量
が
多
い
人
は
第
４
群
の
穀
類
を

増
や
し
、
第
１
か
ら
第
３
群
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
補
い
ま
し
ょ
う
。

16

具だくさん

おしゃれな

卵の

包み煮 18

第１群の卵を使った  おもてなしにお勧めの一品

シイタケ、ツナのうま味が広がる
調理時間 
約30分

四
群
点
数
法
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

シ
リ
ー
ズ

●｢

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
よ
い
の
か｣

を
知
る

チャレンジ！！

１日にこれだけ食べよう 目安量は１日20点

※下表は、成人女性の基本分量。
20点で計1600キロカロリーの例。

第１群＝不足しがちな栄養素
を含む食品群(タンパク質、脂質、
カルシウムなどを多く含む)

第２群＝筋肉や血液を作る食
品群(タンパク質、脂質、カルシウ
ム、ビタミンＡなどを多く含む)

食品 食品の目安量 ３点

乳･乳
製品

牛乳コップ１
杯とヨーグル
ト小鉢１杯

２点

卵 卵１個 １点

食品 食品の目安量 ３点
魚介･
肉･そ
の加工
品

魚料理と肉料
理を合わせて
２皿

２点

豆･豆
製品

絹ごし豆腐２
分の１丁弱 １点

第３群＝体の働きをスムーズに
する食品群(カロテン、ビタミン
Ｃ、ミネラル、食物繊維などを多
く含む)

食品 食品の目安量 ３点

野 菜
キノコ
海 藻

緑 黄 色 野 菜
120ｇ以上と
淡色野菜で計
350ｇ

１点

芋 ジャガイモ１
個 １点

果 物 リンゴ２分の
１個 １点

第４群＝力や体温のもとにな
る食品群(糖質、脂質が主成分
で、この群だけは体重などを考
慮し増減してもよい)

食品 食品の目安量 11点

穀 類

食パン１枚、
ス パ ゲ テ ィ
(乾)80ｇ、ご
飯を茶わんに
軽く２杯

９点

油 脂 油大さじ１強 1.5点

砂 糖 砂糖大さじ１
強 0.5点
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◆
講
座
の
内
容

　

趣
味
、
教
養
の
ほ
か
、
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
生
涯
学
習

に
関
す
る
講
座
や
教
室

◆
実
施
例

【
歴
史
教
室
】

　

●
町
の
文
化
財
／
●
地
区
の
歴
史

／
●
町
の
昔
話･

民
話

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

　

●
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
／
●
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
／
●
カ
ー
リ
ン
コ
ン

【
手
芸
教
室
】

　

●
布
ぞ
う
り
／
●
折
り
紙
／
●
自

然(

草
木)

織
り

【
交
通
安
全
教
室
】

　

●
交
通
事
故
の
現
状
／
●
交
通
事

故
防
止

【
防
犯
教
室
】

　

●
な
り
す
ま
し
詐
欺
防
止
／
●
訪

問
販
売
被
害
対
策

【
健
康
教
室
】

　

●
認
知
症
予
防
／
●
健
康
体
操

【
芸
術
文
化
教
室
】

　

●
水
墨
画
／
●
俳
句

【
そ
の
他
】

　

●
救
急
救
命
／
●
防
火
／
●
ご
み

の
分
別
／
●
町
の
自
然

◆
申
込
方
法

　

①
学
習
し
た
い
内
容
や
日
程
な
ど

を
決
め
ま
す
。
申
し
込
み
で
き
る
対

象
は
自
治
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
５
人

公民館だより

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

②
公
民
館
ま
た
は
分
館
に
出
前
講

座
申
込
書
を
提
出
し
ま
す
。
申
込
書

は
公
民
館
ま
た
は
分
館
に
あ
り
ま
す
。

　

③
公
民
館
が
内
容
に
合
っ
た
講
師

を
選
び
集
会
所
な
ど
に
派
遣
し
ま
す
。

　

※
学
習
内
容
の
相
談
を
公
民
館
で

受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

講
師
へ
の
謝
金
は
、
規
定
の
範
囲

で
公
民
館
が
負
担
し
ま
す
が
、
材
料

費
な
ど
は
申
込
団
体
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
公
民
館
☎
45
―
３
２
４
４

　

新
郷
分
館
☎
47
―
２
３
０
１

　

奥
川
分
館
☎
49
―
２
０
０
１

▲�下小島老人クラブで開催した｢布ぞうり作り教室｣▲�ことぶき老人クラブが行った｢救急救命教室｣

▲�奥川地区カローリング大会に向けた練習を目的に
開催した飯沢老人クラブの｢カローリング教室｣

日
本
最
大
規
模
の
滝
坂
地
す
べ
り
の

対
策
工
事
を
見
学(

牧
老
人
ク
ラ
ブ)

▲

▲

 

歴
史
教
室
で
極
入
の
大
聖
歓
喜
天

を
訪
れ
た
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん

▲ 

安
座
老
人
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
た
「
民

話
教
室
」

　

町
公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
地
域
や
集
落
に
出
向
い
て
行
う
「
出
前
講

座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
団
体
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

身
近
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト

集
落
で
開
催
で
き
る｢

出
前
講
座｣
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古川  大晴さん ［橋屋］
ふる かわ　  ひろ はる

あなたの趣味は？
　ゲーム

特技は？
　サッカー

熱中していることは？
　サッカーのゲーム

最近感動したことは？
　初めてボーナスをもらっ
たこと

自分を一言で表現すると？
　怠け者

あなたのモットーは？
　自分は自分

これからやってみたいことは？
　大型免許の取得に挑戦し
たい

次の方を紹介してください
　Ｔ・Ｓさん（３町内）

１ 2015
January

西会津ふるさとまつり

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は、生徒会の副会長を務め

る２年·市橋明香里さんです。

わたしの夢――
 「将来の夢は、まだはっきり決
まっていませんが、音楽を教え
る仕事に就きたいと考えていま
す。もともと、いろいろなメロ
ディーを楽しめる音楽が好きで、
さらに小学生のとき、合唱の指
導を受けた先生にあこがれを持
ったからです。合唱は今も続け
ています｣

努力していること――
 「まずは志望校に合格するため教科一つ一つ徹底して学習するよう
にしています。初めての生徒会の仕事も責任を持って行っていきた
いです｣

未来の自分に一言――
 「自分がなりたい職業に就くことはできましたか。目標に向かって
努力し、よい毎日を過ごせるように頑張ってください」

あ　か　り

　大
切
な
も
の
は
？
『
桐
ゲ
タ
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
優
勝
盾
。
小
学
４

年
か
ら
毎
年
参
加
し
、
平
成
21
年
、

中
学
生
の
と
き
に
優
勝
し
ま
し
た
』

（川柳部門 出展作品から）

長
澤

　
　幸
（
芝

　草
）

友
等
と
の
昭
和
ば
な
し
に
花
が
咲
く

物
わ
す
れ
嫌
な
事
だ
け
忘
れ
よ
う

井
上

　雪
子
（
新

　町
）

う　 た     がわ     てつ
雅楽川   哲さん（12月号）からメッセージ

今年は成人式。お互いに仕事頑張ろう。

武
藤

　新
一
（
芹

　沼
）

和
久
井
正
己
（
十
町
内
）

コ
ッ
プ
酒
底
に
ま
だ
あ
る
夢
が
あ
る

首
筋
に
色
気
を
な
く
し
た
サ
ロ
ン
パ
ス

松
茸
や
何
時
ま
で
待
っ
て
も
匂
い
せ
ず

頑
張
れ
と
届
か
ぬ
テ
レ
ビ
に
声
を
か
け

少
子
化
に
曾
孫
の
誕
生
至
福
の
日

い
と
し
い
手
こ
の
手
に
銃
は
握
ら
せ
ぬ
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まちの人口  ～12月１日現在～　(前月比)
人　口 　　　  ７，１１６人　 （－２０人)
　男 　　　　  ３，４２１人　 （－　８人)
　女 　　　　  ３，６９５人　 （－１２人)
世　帯 　　　  ２，７５８世帯　 （－　８世帯)

戸籍の窓口  ～11月受付分～ 〈敬称略〉

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

お誕生おめでとう
長谷川　希

の の か

花ちゃん 　　茂・麻矢　　　　中　野

お悔やみ申し上げます
渡　部　仙　松（78）　　隆　　 父 　１町内
田　中　睦　子（84）　英　喜　　母　　６町内
渡　部　一　夫（79）　正　男　　父　　芝　草
須　藤　德　美（90）　マレ子　　父　　安　座
佐　藤　テイ子（85）　木伏　宏　　母　　上小島
新井田　ヨ　ノ（96）　福　男　　母　　小杉山
長谷川　八　郎（83）　惠　一　 叔父 　牛　尾
寺　田　ハ　ナ（86）　　悟　　　母　　山　口
長谷川　末　子（90）　伊関　明　　母　　下野尻
田　澤　志　信（90）　孝　博　　母　　呼　賀
髙　橋　邦　雄（86）　吉　博　　父　　柴　崎
長谷川　光　子（92）　夏　子　　母　　戸　中
山　口　ミツヨ（92）　健　一　　母　　新　町
橋谷田　佐　次（86）　一　則　　父　　山　浦

　農林水産省では、平成27年
２月１日現在で｢２０１５年農
林業センサス｣を実施します。
この統計調査は農林業の国勢
調査といわれ、全国の農林業、農山村地域の
実態を明らかにするため行うものです。
　調査員が農林業を営む世帯、法人を訪問し、
調査票に農林業の経営状況などの記入をお願
いします。
　調査票に記入された事項は統計以外の目的
には使用されませんので、ご協力をお願いし
ます。
　 企画情報課　☎４５－４５３６

２０１５年農林業センサス
� を実施します

問

統
計
調
査
に
、ご
協
力
く
だ
さ
い

　今年は第25回を記念して７日夕方から雪上花火、
キャンドルナイトなど火と光の祭典を開催します。
２日目は桐ゲタ飛ばし全国大会、雪上運動会など
子どもから大人まで楽しめるイベント盛りだくさ
んです。ぜひご来場ください。

７日(土)
キャンドル作り体験・キャンドルナイト／
歳の神／あったげぇの食べらんしょ／雪上
花火

８日(日)
雪上運動会／雪上かるた大会／桐ゲタ飛ば
し全国大会／雪上みかん拾い／スノーモー
ビル乗車体験／うまいもんまつり／フィ
ナーレイベント

【参加申込・問い合わせ先】
　　町ふるさと振興推進委員会事務局(商工観光課)
　　☎４５－２２１３

　町土地改良区が推薦する
町農業委員会委員の辞任に
伴い、新たに、鈴木文雄さん
が委員に選任されました。
　鈴木さんへの辞令交付式
は11月21日に行われました。
任期は平成29年７月19日ま
でです。

農業委員会委員に鈴木さん

鈴
すず

木
き

 文
ふみ

雄
お

さん
(10町内)

西会津雪国まつり
２月７日(土)･８日(日)開催

第
25
回

開
催
イ
ベ
ン
ト
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2 0 1 5（平成 2 7 年）

　11月26日の町制施行60周
年記念式典で西会津町民憲
章が初披露され､町民憲章
をしるべとしたまちづくりが
スタートしました。披露セレ
モニーでは伊藤町長､町民憲章制定委員会の廣瀬渉委員
長､西会津小６年生が除幕した後､６年生40名が練習を重
ね暗記した憲章の前文､本文を大きな声で唱和しました。

1

Ｎ
ニュース
ＥＷＳ フラッシュ

振り返る ２０１４年
　昨年１年の西会津町の主な出来事、ニュースを写真で振
り返ります。

[写真]①６月７日､町消防団が｢民友旗｣受賞／②２月４日､埼玉
県三郷市と災害時相互応援協定締結／③11月26日､町制施行
60周年記念式典／④３月26日､健康ミネラル野菜普及会が豊か
なむらづくり顕彰｢むらづくり部門｣に輝く､11月18日､同･農林水産
大臣賞受賞／⑤３月25日､橋屋橋建設工事起工／⑥５月27日､
初代観光クルー決定／⑦９月10日､町民憲章議決(写真=草案を
町長に報告する廣瀬渉制定委員会委員長)／⑧４月22日､にしあ
いづ観光交流協会設立／⑨２月12日､西会津高校が福島議定
書事業で最優秀賞／⑩９月27日､道の駅にしあいづ10周年記念
式典／⑪９月７日､西会津さゆりチームが県選抜ゲートボール大
会で優勝／⑫６月２日から後期基本計画策定に向け総合計画
検討会議が作業開始／⑬10月４日､大山衹神社奥ノ院復活
(写真=参道を整備する中野区むらおこし実行委員会の皆さん)

①②

④

③

⑤⑥

⑦⑧⑨

⑩⑪⑫⑬


